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『向上するために必要なこと』とは？ 
                学校長  管澤 秀信 

 本当に早いもので、明日から３月に入ります。学校では、１年間のまとめと「卒業

式」に向けての様々な取り組みが、これから一段と本格化していくところです。短い

三学期に願うことは、学習の苦手なところを克服するための努力もしてほしいという

ことです。苦手なところを一つでも克服できればそれにこしたことはないのですが、

大切なのはやはり「努力」です。普段はできない努力をして、普段の生活の努力がよ

り大きく、そして続けることができるようになることにつなげてほしいと思うのです。  

 『こがねっ子』が培った力を「高める・伸ばす」つまり、向上するために欠かせな

いことは言うまでもなく「努力」です。では、どうしたら努力をするのか、できるよ

うになるのか。まず言えることは、誰かに言われてしているのでは努力というレベル

のものにはなりません。自分の意志で取り組めるようにすることが必要です。では、

どうしたら「必要」とか「やりたい」とか思えるのか。この「必要」とか「やりたい」

という気持ちは、「意欲」という言葉、心情に置き換えられると思います。ここが問

題なのではないでしょうか。  

 今日の学校教育においても、この「意欲」が最重要視されています。「意欲」がな

いまま取り組んでも、取り組んだだけの力がつきませんし、続くこともありません。

「意欲」をもたせる動機付けは、子ども達一人一人違います。それは、子ども達の意

欲のスイッチを押す「出来事」との出会いが必要です。偶然出会うこともあるでしょ

う。でも、多くの場合は、一番側に居る親や教師の影響が大きいです。子ども達の心

に寄り添うことが、子ども達の意欲のスイッチを探り当てることにつながります。  

 子ども達にはたくさんのスイッチがあるはずです。どのスイッチがどうなるスイッ

チかは分かりません。でも、いろいろなスイッチを押してあげている中で、「意欲」

のスイッチにつながっていくと思います。私達教師は、学校生活の中で、そのスイッ  

チを一つでも多く押すことができるよ

うに努めていますし、最も工夫を求め

られることでもあります。  

 地域の結束力、保護者の皆様の結束

力は、本校の教育活動の大きな推進力

となってい ます。地域の一員 として

「役に立つ  こがねっ子」の成長に限

りない夢を描きながら、ともに力を振

り絞りませ んか。宜しくお願 いしま

す。   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の主な行事予定 

 
 

 

 

 

 

 

日 曜 学　　校　　行　　事

1 金 全校朝会　　ネットパトロール  　全校音楽②5h

2 土

3 日
どさんこアウトメディアプロジェクト　ノーゲームデー
子供会リサイクル 8:30～

4 月 ALT来校５・６年　　児童総会（反省）

5 火

6 水 B日課５ｈ

7 木 式練習①（3ｈ）

8 金

9 土

10 日

11 月 ALT来校５・６年

12 火

13 水 B日課6ｈ

14 木 式練習②（3ｈ）

15 金 B日課6ｈ　　　　会場準備（放課後）

16 土

17 日 どさんこアウトメディアプロジェクト　ノーゲームデー

18 月 卒業式総練習（中休み　3ｈ）

19 火

20 水 第7２回卒業式

21 木 春分の日

22 金 Ｂ日課午前　児童下校（11:55～）　修了式

23 土 学年末休業（～3/31）

 

受賞おめでとう 
伊達市小中学生読書感想文・感想画  

 

【感想文  最優秀賞】５年 大内醍哉くん 

【感想文   優良賞】４年 須貝和華さん 

地域保護者参観日（道徳授業公開） 

～ご来校ありがとうございました。～ 
２月２２日（金）の参観日には、たくさんの保護

者の皆様にご来校いただきありがとうございまし

た。来年度のＰＴＡ活動も充実していくことと思い

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

総合的な学習での緑丘高校との交流 
～小学校・高等学校との連携教育～ 

２月１５日（金）に 5・6 年生の総合的な学習（気

仙川の水、気仙川の上流と下流、北海道の絶滅種・絶

滅危惧種について）において、緑丘高校科学部の皆さ

んと発表交流を行いました。学校運営協議会委員加藤

康大様コーディネートのもと、実現したものです。 

小学生は、新聞だけでは無く、写真やデータ等様々

な工夫をこらした発表を行い、高校生からのお褒めの

言葉もいただきました。また、科学部の皆さんの発表

もありました。かなり専門的な内容でしたが分かりや

すい説明により、本校児童は、まとめ方や発表の仕方、

生態（マダラコウラナメクジ）ついてより深く知るこ

とができました。 

小規模校のため、多くの人の前で発表する機会が少

ない中、素晴らしい場となりました。ご協力いただい

た全ての皆様へこの場をお借りして心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。 

スキー教室＆スキー遠足 
  今年度は、１月１８日・２５日にだんパラスキー場でスキー教室、

２月８日にオロフレスキー場でスキー遠足を行いました。学年やスキ

ーの技術に応じて少人数のグループを編成し、きめ細やかな指導がで

きるように実施しました。専門的な指導をしていただいたお陰で、子

どもたちは見る見る上達することができました。    

特に、今年始めたばかりの１年生は、最初は緩い斜面で立つことも

やっとでしたが、オロフレスキー場では、滑り降りることができまし

た。スキー学習を行う学校は胆振管内でも多くはありません。「北海道

で生まれ育った子どもたちには、スキーを滑れるようにしてあげたい」

という思いが、黄金小の伝統として受け継がれているのだと思います。

これからも、黄金小の子どもたちの体力向上に向け取り組んでまいり

ます。 

また、子どもたちが楽しくスキーを滑ることができるのも、保護者の皆様が用具を準備していただいた

り、事前の練習などを行っていただいたりするなどのご支援があってのことです。心より感謝申し上げま

す。さらに、黄金小の子どもたちのために、ボランティアで指導のご協力をいただいております地域の皆

様にも心よりお礼申し上げます。 

今年度スキー指導者の皆様  

上田文勝様 早川直志様 桔梗原雄一様 蛯名文子様 阿部祥人様 

                   ありがとうございました。 

ブロック塀と柏の木が！？ 
国道を通っていて、驚かれた方もいらっしゃった

と伺いましたのでご報告いたします。 

本州でのブロック塀による事故を受けて一斉点

検が入り本校の国道側のブロック塀、バックネット

の塀など計４カ所も危険と判断され取り壊されま

した。それと同時に柏の木も数本伐採されましたこ

とをご報告いたします。 

 

 

 


